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漁場保全対策推進事業 生物モニタリング調査 

 

牧野賢治・湯浅明彦・酒井基介 

 

 

 

 漁獲対象生物にとって良好な漁場環境の維持,達成を図るため,生物モニタリング調査を実施するとと

もに漁業公害防止のための漁場監視を行った。 

 

方  法 

  調査地点は図 1に示した内の海水域の 4定点である。調査は国の定めた漁場保全対策推進事業要項

に従い行った。ベントス採集にはエクマンバージ採泥器(0.025m2)を用い,各調査点で 8 回の採泥を繰

り返し行った。採泥した泥は現場で 1.Omm 目合いのステンレスのざるを用いて泥分を洗い流し,残っ

た生物を中性ホルマリンで固定し測定に供した。また調査時に泥質,泥温,泥の臭気等も調べた。なお,

アマモ場での繁茂状況の目視調査も行った。 

 

   

図 1 調査地点図 

 

結  果 

 マクロベントスの調査結果を表 1,2 に,アマモ場検査結果を表 3,4 に示した。 
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表 1 海域マクロベントス調査原票 
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表 2 海域マクロベントス調査原票 
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表 3 藻場調査原票 
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表 4 藻場調査原票 

 


